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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 〇をくけてください コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：

60％
未満

Ｄコミュニケーション能力を育成するためにペ
ア学習や少人数グループの話し合い活動
を取り入れた授業を実施する。

4

3

〇昼休みにALTと気軽に会話できる
ランチタイムカフェという機会を設け授
業以外の時間でも外国の方とのコミュ
ニケーション能力の育成を目指してい
る。
〇理科指導専門員の指導、理科支援
員の活用など、実感を伴う理科授業
を目指してきた。算数習熟度別少人
数指導では、理由を考える話し合い
活動を取り入れ、一人ひとりの基礎学
力定着を目指した。今後も知識や理
論を、体験を通して定着させ、論理
的、科学的な思考力の育成を継続す
る。
〇ICT機器については、使用頻度が
高くなり、個々の様々な能力が向上し
ている。今後も同様の実践を重ねた
い。
〇他者への人権を尊重するために日
常的に人権を意識した指導をしてい
る。その中でも人権週間では道徳の
授業でも重点的に学習した。その後、
低学年は人権標語、中学年はポス
ター、高学年は毛筆で各々の人権へ
の思いを表現し、鑑賞し合った。
〇全国や都の体力テストは行えな
かったが、各学年独自に行い、体育
授業に生かした。学校としてサーキッ
トトレーニングに取り組み、体力向上
を目指した。
〇ペア学習や少人数グループの学習
について、コロナ禍ではあるが、可能
な限り話し合い活動等学び合いを実

Ａ 4

・コロナ禍の中特に人権に関する「他者への人権を尊重するた
めに・・・」という指導が本当に大切だと思う。
・後年、同窓会などで話し合っていると大部分の人が自分の担
任の先生が一番良い先生と思っているのではないかと感じるこ
とがある。
・調布大塚の授業レベルはとても高いと思う。更なる質の向上
とコミュニケーション能力の向上を目指してほしい。
・今の子どもたちは他人とのコミュニケーションを違和感なくで
きているように思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2 3：

65％
以上

Ｂ 2

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

「授業で隣の人やグ
ループの人と話し合
うことは学習の役に
立ちますか」という問
いに対し「役に立つ」
と回答した児童の割

合

4:

70％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

3

〇昨年度から共通取組である「言葉・
礼儀・あいさつ」に重点を置いて指導
してきた。学校のきまりの配布や遊び
のやくそくの掲示。あいさつ運動や
日々の週目標等で意識を高めるよう
にしている。
○今年度は保護者への公開をせず
に、道徳授業地区公開講座は行っ
た。講師の指導内容や本校の取り組
みについては、紙面にて保護者に配
布し周知した。また、道徳教育推進教
師の研修がなかったため、伝達講習
は行えなかった。今後、研修が再開さ
れば、伝達講習を実施していく。
〇各学期に一度ずつ、「学校生活調
査」や「いじめについてのアンケート」
を行い、問題の兆しがある児童には
面接を行うなどの取り組みを行ってい
る。また、毎週の生活指導夕会でいじ
めや問題行動についての情報を交換
し、組織として対応できるよう努めて
いる。
〇異学年活動を通してリーダーとして
の資質を育てる、という本校の指導の
重点をふまえて活動できた。今後も継
続していく。

4

3

4

4

〇学校公開の授業評価（アンケート）
は、全教員で回覧している。十分では
なかった部分については共有し、改善
するよう努めた。
〇特別支援校内委員会を毎月一度
実施し、その内容について教職員全
員に周知し、特別支援教育の充実を
図った。
〇「自ら気付き、考え、伝えようとする
児童の育成～ＩＣＴ機器を活用して～」
という研究テーマをもとに国語科・社
会科・算数科分科会に分かれて研究
授業を行い研鑽を深めた。ＩＣＴ研修を
行い学んだことを授業に生かすよう今
後も研修を深めていく。
〇全ての教員の学びの場となった。
今後も、OJT研修会が日々の授業改
善に役立てられるように、取り組み方
を工夫しながら継続していく。

３：

65％
以上

２：

60％
以上

１：

60％
未満

１：

60％
未満

・休校もありコロナ禍の中、ソーシャルディスタンスやマスクで
の生活の中で友達と楽しく過ごすことが例年以上に大変だった
と思う。目標がほぼ達成されておりよかったと思う。
・ルールを守ってあいさつがきちんとできれば自ずといじめも減
るのではないかと思う。

・生活習慣は心の育成や体力向上にかかせないと思ってい
る。その取り組みがとてもよく成果につながったのではないかと
思う。
・今年度は体力向上が難しかったと思う。来年度に期待。
・子ども自身が自覚できるようになるまで家庭と学校双方で習
慣づけていくのが望ましい。

・「子どもたちにとって分かりやすい授業」に対しての保護者の
回答がよかったのはこれまでの先生方の取り組みの成果の表
れだと思う。
・ICT研究・研修会の成果が期待される。タブレット1人１台は素
晴らしいことだ。
・小学生とはいえ、ある程度の年代になれば、自ずと自浄力も
養われてくるので、それを後押しできるよう意識して取り組んで
もらいたい。

3

3

2

3

3

4

2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

5

1

体力向上のため、なわとび、サーキットト
レーニングに取り組む。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・休校中の授業時間の確保や内容が子どもたちに分かるため
の工夫された取り組みがよかったと思う。成果評価は「２」に
なっているが「３」でよいのではと思う。
・どこまで自己の目標を引き上げていけるのかを自身で気付け
るように促したい。

〇学習カルテやステップ学習チェック
シートを、通知表とともに毎学期児童
と保護者に渡して内容を知らせたり、
指導ポイントを確認している。引き続
き実施する。
〇学習指導講師による算数の補習を
実施している。ほぼ毎回来る児童もお
り、少しずつ定着が図られている。引
き続き実施していく。
〇授業改善推進プランについては、
大田区学習状況調査の結果や日常
の学習状況をもとに、各教科で分析し
検討し授業改善に役立っていくように
した。コロナ禍における対応として、感
染症予防の上の教育活動に加え、
ICTを活用するなど、学習の保障を
図っていく。
〇前年度の校内研究の取り組みか
ら、習慣付いてきた学習規律だが、慣
れから意識が低下する部分も見ら
れ、校内での規律徹底を引き続き指
導する。

3

3

3

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

５，６年が中心の「縦割り班遊び」を計画的
に行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内研究の実施、校内研究テーマを受け
た各教員による校内公開授業、ＯＪＴ研修
を充実させて教員の授業力向上を目指
す。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

学習規律(授業中、学習用具、挨拶等)を徹
底し、維持している。

１：

60％
未満

3

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

「学校が楽しいです
か」という問いに対し
て「楽しい」と回答し

た児童の割合

４：

70％
以上

３：

65％
以上

ＰＴＡと連携し、ＰＴＡ本部をはじめ、各部や
ＰＴＡボランティアの活動と協調し、保護者
と連携した特色ある教育活動を推進する。

4

3

２：

40％
以上

１：

40％
未満

Ａ

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

4

3

３：

45％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

3

3

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇行事等の児童の様子を写真ととも
に紹介し、学校での出来事を発信す
るよう努めた。臨時休業中の学習課
題のファイルの載せ方は、各学年で
ページを分けるなど、改善の余地が
あった。
〇地域教育連絡協議会においては本
校の児童の長所や、よりよくしていき
たいことを伝えてきた。また、２年生の
生活科の学習での町探検や３年生の
社会科の学習での消防署見学など、
地域の協力を得て教育活動を行って
いる。
〇校内の植物の手入れをしてくださる
「花ボランティア」や、朝の時間の「読
み聞かせ」など保護者の協力も多い。
今年度本校は開校８０周年であった
が、児童への記念品の考案ではPTA
をはじめ地域の方々と一緒に決め、
発注、袋詰めなどでも多岐にわたって
ご協力いただいた。

・ＰＴＡや地域との協力に尽力されていることがわかる。
・ＰＴＡとの連携を基本とし更に地域の諸活動団体とも連携する
とよいと思う。（田園調布せせらぎ館での地域学習等）
・目から入る情報は大人も子どもも意識は高まる。子どもどうし
でも意見交換を積極的にやりとりさせたい。
・コロナ禍の新しい生活様式を強調した学校生活では３密を避
けることが大前提であるが、五感で学ぶ子どもたちにとって「３
密」が子どもたちであるということ、その成長において変えては
いけないことを大人たちがしっかりと考えコロナ世代と呼ばれる
であろう子どもたちを地域で支え見守っていきたい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

「学校からのたより
（学校便り、学年便
り、ホームページ,

メール等）は分かり
やすい」という評価項
目で、「はい」と回答
した保護者の割合

「子どもたちにとって
分かりやすい授業を
していたか」という問
いに対して「よくあて
はまる」と回答した保

護者の割合
（学校公開アンケー

ト）

４：

50％
以上

B

学校関係者記入欄

5

1

令和２年度　大田区立調布大塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

児童数：３５３　学級数：１２　教員数：２１
学区内は住宅地と商業地があり、住民は地域に誇りと愛着をもっている。地域に根差す学校として本校では、自らの指導に責任をもち、児童の力を伸ばすこと、家庭や地域の協力を得て、児童に生きる力を育成することを目指している。
平成３０・令和元年度大田区の教育研究推進校としての研究テーマ「自ら気付き、考え、伝えようとする児童の育成～ICT機器を活用して～」を今年度も引き続いて研究を深め、日々の授業改善につなげている。国語・社会・算数の３教科で研究授業を行うとともに、授業規律を整えることで児童
が安心して学びに向かうことができる学級を作っていく。生活面では「調布大塚小学校のきまり」に沿って指導を行い、あいさつや当番活動、たてわり班活動などによって「心の教育」を実践している。併せて、「スクールサポート調布大塚」の協力のもとに、地域・家庭の力を導入し、教育効果を増
大させている。

目標に対する成果指標

２：

60％
以上

４：

70％
以上

2

Ｂ

３：

67％
以上

２：

60％
以上

４：

70％
以上

B

〇年間２回の「早寝・早起き・朝ごは
ん」月間の中で、一週間の生活調査
とそれに対する反省を書かせる取り
組みを行っている。自らの生活を振り
返ることで、望ましい生活習慣を考え
るきっかけとなっている。
〇「地産地消」給食や「和食の日」「季
節のメニュー」などの給食指導を行っ
ている。引き続き指導をしていく。
〇今年度については、実施することが
難しい運動領域などもあったが、年間
を通して積極的な外遊びを呼びかけ、
体力の増進に努めている。成果の場
として、運動会を実施することができ
た。
○体育の学習の中で、準備運動の一
環としてサーキットトレーニングを行っ
たり、「なわとび月間」を設定して取り
組ませたりしており、意欲的に運動に
取り組む児童が多い。

5

1

「授業がよくわかりま
すか」という問いに対
して「よく分かる」と回
答した児童の割合

4

Ｃ

Ｄ

２：

60％
以上

2

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

75％
以上

Ｄ

３：

65％
以上「体を動かすことが好

きですか」という問い
に対して「好き」と回
答した児童の割合

Ａ

２：

60％
以上

１：

60％
未満


